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鹿田遺跡第20次調査出土木製品類の樹種同定

第４章　自然科学的分析
１．鹿田遺跡第20次調査出土木製品類の樹種同定

能城　修一（明治大学黒燿石研究センター）

１．はじめに
　鹿田遺跡第20次調査Ｂ地点で出土した中世前半から近世の木製品類の樹種を報告する。主な遺構のうち土坑20
は桶が据えられた野壺、井戸５～７は縦板組井戸枠を据えた方形の井戸、土坑３は長方形の祭祀土坑である。

２．方　　法
　樹種同定用のプレパラート標本は、木製品類および自然木から横断面、接線断面、放射断面の切片を片刃カミ
ソリで切りとり、ガムクロラール（抱水クロラール50ｇ、アラビアゴム粉末40ｇ、グリセリン20竓、蒸留水50竓
の混合物）で封入して作製した。プレパラートには、OKUF-1936～2156の番号を付して標本番号とした。プレパ
ラート標本は明治大学黒耀石研究センターに保管されている。

３．結　　果
　資料221点には針葉樹６分類群、広葉樹13分類群、タケ亜科１分類群が認められた（表１、図１～３）。以下に
は、木材組織学的な記載を行い、光学顕微鏡写真を提示して同定の根拠を記す。
１．モミ属　枝・幹材　Abies　図１：１ａ−１ｃ（マツ科、OKUF-2095）
　垂直・水平樹脂道をともに欠く針葉樹材。早材から晩材への移行は緩やかかやや急で、晩材の量は多い。放射
組織は柔細胞のみからなり、柔細胞には単壁孔が著しく、垂直壁は結節状。分野壁孔はごく小型のヒノキ型～ス
ギ型で１分野に２～３個。
２．ツガ属　枝・幹材　Tsuga　図１：２ｃ（マツ科、OKUF-2107）
　垂直・水平樹脂道をともに欠く針葉樹材。早材から晩材への移行はやや急で、晩材の量は多い。放射組織は柔
細胞と仮道管からなり、柔細胞には単壁孔が著しく垂直壁は結節状。分野壁孔はごく小型のヒノキ型～スギ型で
１分野に２～４個。
３．アカマツ　枝・幹材　Pinus densiflora Siebold et Zucc.　図１：３ａ−３ｃ（マツ科、OKUF-1937）
垂直・水平樹脂道をともに持つ針葉樹材。早材から晩材への移行は緩やかで、晩材の量は多い。放射組織は柔細
胞と仮道管からなり、放射仮道管の水平壁には重鋸歯がある。分野壁孔はごく大型の窓状で１分野に１個。
４．コウヤマキ　枝・幹材　Sciadopitys verticillata （Thunb.） Siebold et Zucc.　図１：４ｃ（コウヤマキ科、
OKUF-2057）
　垂直・水平樹脂道をともに欠く針葉樹材。早材から晩材への移行は緩やかで、晩材の量は多い。放射組織は柔
細胞のみからなり、細胞壁は平滑。分野壁孔は中型の窓状で１分野に１～２個。
５．スギ　枝・幹材　Cryptomeria japonica （L.f.） D.Don　図１：５ａ−５ｃ（ヒノキ科、OKUF-1941）
　垂直・水平樹脂道をともに欠く針葉樹材。早材から晩材への移行は緩やかで、晩材の量は多い。早材の終わり
から晩材には木部柔細胞が散在する。放射組織は柔細胞のみからなり、細胞壁は平滑。分野壁孔は大型のスギ型
で１分野に１～２個。
６．ヒノキ　枝・幹材　Chamaecyparis obtusa （Siebold et Zucc.） Endl.　図１：６ｃ（ヒノキ科、OKUF-2002）
　垂直・水平樹脂道をともに欠く針葉樹材。早材から晩材への移行は緩やかで、晩材の量は少ない。早材の終わ
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りから晩材には木部柔細胞が散在する。放射組織は柔細胞のみからなり、細胞壁は平滑。分野壁孔は中型のトウ
ヒ型で１分野に１～２個。
７．シキミ　枝・幹材　Illicium anisatum L.　図１：７ａ−７ｃ（マツブサ科、OKUF-2101）
　小型で角張った孤立道管が散在する散孔材。年輪のはじめには１列に道管が並ぶ傾向をもつ。道管の穿孔は40
段ほどの階段状。放射組織は上下端の３列が背の高い直立細胞で構成される異性で２細胞幅位。
８．モクレン属　枝・幹材　Magnolia　図１、２：８ａ−８ｃ（モクレン科、OKUF-2137）
　小型でやや角張った道管が単独あるいは２～３個放射方向に複合してやや疎らに散在する散孔材。道管の穿孔
は単一で、内壁にはらせん肥厚をもち、道管相互壁孔は階段状。放射組織は２～３細胞幅。
９．タケ亜科　枝・幹材　Subfam. Bambusoideae　図２：９ａ（イネ科、OKUF-1963）
　原生木部と篩部に直行するように１対の大径の後生木部道管が配列し、それらを厚膜の繊維細胞が取り囲んで
維管束を形成し、そうした維管束が散在する不整中心柱をもつ。
10．ニレ属　枝・幹材　Ulmus　図２：10ａ−10ｃ（ニレ科、OKUF-2148）
　やや大型で丸い道管が年輪のはじめに３列ほど配列し、晩材では徐々に小型化した道管が単独あるいは２～３
個複合して斜めに連なる傾向をみせて散在する環孔材。道管の穿孔は単一で、小道管の内壁にはらせん肥厚があ
る。放射組織は同性で７細胞幅位。
11．エノキ属　枝・幹材　Celtis　図２：11ａ−11ｃ（アサ科、OKUF-2143）
　大型で丸い道管が年輪のはじめに数列配列し、晩材では徐々に小型化した道管が単独あるいは２～３個複合し
て斜め～接線方向に連なって散在する環孔材。道管の穿孔は単一。放射組織は上下端の１～３列ほどが直立する
異性で16細胞幅位、不完全な鞘細胞をもつ。
12．クリ　枝・幹材　Castanea crenata Siebold et Zucc.　図２：12ａ−12ｃ（ブナ科、OKUF-2131）
　ごく大型で丸い孤立道管が年輪のはじめに数列配列し、晩材では徐々に小型化した丸い孤立道管が火炎状に配
列する環孔材。道管の穿孔は単一。木部柔組織は晩材でいびつな接線状。放射組織は単列同性。
13．スダジイ　枝・幹材　Castanopsis sieboldii （Makino） Hatus. ex T. Yamaz. et Mashiba　図２：13ａ−13ｃ
（ブナ科、OKUF-2145）
　やや大型で丸い孤立道管が年輪のはじめに数～10数個放射方向に伸びる塊をないして断続的に配列し、晩材で
は徐々に小型化した丸い孤立道管が火炎状に配列する環孔材。道管の穿孔は単一。木部柔組織はいびつな接線状。
放射組織は単列同性。
14．ツブラジイ　枝・幹材　Castanopsis cuspidata （Thunb.） Schottky　図２：14ａ（ブナ科、OKUF-1990）
　スダジイに似た環孔材。放射組織は単列で小型のものと複合状で大型のものとからなる。
15．コナラ属アカガシ亜属　枝・幹材　Quercus subgen. Cyclobalanopsis　図３：15ａ−15ｃ（ブナ科、OKUF-
2150）
　やや大型～中型で丸い孤立道管が放射方向に連なって配列する放射孔材。道管の穿孔は単一。木部柔組織はい
びつな接線状。放射組織は同性で、単列で小型のものと複合状で大型のものとからなる。
16．コナラ属クヌギ節　枝・幹材　Quercus sect. Aegilops　図３：16ａ（ブナ科、OKUF-1989）
　大型で丸い孤立道管が年輪のはじめに２列ほど配列し、晩材ではやや急に小型化した丸い厚壁の孤立道管が火
炎状～放射状に配列する環孔材。道管の穿孔は単一。木部柔組織は晩材でいびつな接線状。放射組織は同性で、
単列で小型のものと複合状で大型のものとからなる。
17．カエデ属　枝・幹材　Acer　図３：17ａ−17ｃ（ムクロジ科、OKUF-2100）
　中型で丸い道管が単独あるいは２～３個放射方向に複合して疎らに散在する散孔材。道管の穿孔は単一で、内
壁にはらせん肥厚がある。木繊維は横断面で雲紋状を呈する。年輪界付近の柔細胞に鎖状に菱形結晶をもつ。放
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射組織は同性で10細胞幅位。
18．サカキ　枝・幹材　Cleyera japonica Thunb.　図３：18ａ−18ｃ（モッコク科、OKUF-2141）
　小型で角張った孤立道管が均一に散在する散孔材。道管の穿孔は30～40段ほどの階段状。木部柔組織は短接線
状。放射組織は上下端の１～数列が直立する異性で単列。
19．ヒサカキ　枝・幹材　Eurya japonica Thunb.　図３：19ａ−19ｃ（モッコク科、OKUF-2109）
　小型で角張った孤立道管が均一に散在する散孔材。道管の穿孔は50段ほどの階段状。木部柔組織は短接線状。
放射組織は上下端の数列が直立する異性で３細胞幅位。
20．エゴノキ属　枝・幹材　Styrax　図３：20ａ−20ｃ（エゴノキ科、OKUF-1972）
　小型～ごく小型で丸い道管が単独あるいは２～３個放射方向に複合して年輪内で徐々に小型化しながら散在す
る散孔材。道管の穿孔は10段ほどの階段状。木部柔組織は晩材で接線状。放射組織は上下端の１～数列が直立す
る異性で４細胞幅位。

４．考　　察
　鹿田遺跡第20次調査Ｂ地点では、中世から近世までスギを中心とした樹種選択が行われていた（表１）。とくに
12世紀初め～12世紀前半の縦板組井戸枠をすえた方形の井戸である井戸６・７および18世紀後半以降の桶を据え
た野壺である土坑20では全体の70～80％をスギが占めていた。また11世紀後葉～12世紀前葉の方形井戸である井
戸５ではスギの比率がやや低く50％であった。11世紀後葉～12世紀前半の方形井戸でスギについで使われていた
のは、井戸５と井戸６ではモミ属であり、井戸７ではコウヤマキとヒノキであった。こうしたスギの多用は鹿田
遺跡第26次調査で報告した樹種選択に近いが、第26次調査では井戸枠のほかに杭や部材、その他木製品も多く、
スギは60％であった（能城2019）。第20次調査の結果は、中世前半の鹿田遺跡では井戸枠材には基本的にスギを選
択するという傾向を明瞭に示している。コウヤマキとヒノキ、モミ属の選択については、今後、井戸枠内での位
置付けなども加味して検討する。

引用文献
能城修一　2019「鹿田遺跡第17・26次調査出土木製品類と自然木の樹種」『鹿田遺跡13−第26次調査−』、65-73．岡山大学埋蔵文化財調査研究

センター．

中世前半 中世後半 中世後半～近世 近世 総計
11c後葉～12c前半 13c中葉～後葉 13c末～14c初 15c後半～16c初 15c後半 19c前半

樹種名　　　遺構 井戸4 井戸5 井戸6 井戸7 土坑3 井戸12 溝18 P212 P221 井戸16 井戸18 溝21 溝22 土坑20
モミ属 9 9 1 1 20
ツガ属 1 1 2
アカマツ 3 1 4
コウヤマキ 11 11
スギ 13 32 78 2 1 1 1 18 146
ヒノキ 5 3 8
シキミ 1 1
モクレン属 2 2
タケ亜科 1 1
ニレ属 2 2
エノキ属 3 3
クリ 1 3 4
スダジイ 2 1 3
ツブラジイ 1 1
コナラ属アカガシ亜属 2 2
コナラ属クヌギ節 1 1 1 3
カエデ属 1 1
サカキ 1 1
ヒサカキ 1 1
エゴノキ属 1 1
同定不能 1 3 4
総計 1 27 45 94 6 1 11 1 1 3 1 6 1 23 221

表１　鹿田遺跡第20次調査で出土した木製品類の樹種



― 106 ―

自然科学的分析

図１　鹿田遺跡第20次調査出土木製品類の顕微鏡写真⑴
1a-1c：モミ属（マツ科、OKUF-2095）、2c：ツガ属（マツ科、OKUF-2107）、3a-3c：アカマツ（マツ科、OKUF-1937）、4c：コウヤ
マキ（コウヤマキ科、OKUF-2057）、5a-5c：スギ（ヒノキ科、OKUF-1941）、6c：ヒノキ（ヒノキ科、OKUF-2002）、7a-7c：シキミ
（マツブサ科、OKUF-2101）、8a：モクレン属（モクレン科、OKUF-2137）．a：横断面（スケール＝200㎛）、b：接線断面（スケール
＝100㎛）、c：放射断面（スケール＝25（1c、2c 3c、4c 5c、6c）、50（7c）㎛）．
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図２　鹿田遺跡第20次調査出土木製品類の顕微鏡写真⑵
8b-8c：モクレン属（モクレン科、OKUF-2137）、9a：タケ亜科（イネ科、OKUF-1963）、10a-10c：ニレ属（ニレ科、OKUF-2148）、
11a-11c：エノキ属（アサ科、OKUF-2143）、12a-12c：クリ（ブナ科、OKUF-2131）、13a-13c：スダジイ（ブナ科、OKUF-2145）、
14a：ツブラジイ（ブナ科、OKUF-1990）．a：横断面（スケール＝200㎛）、b：接線断面（スケール＝100㎛）、c：放射断面（スケール
＝50㎛）．
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図３　鹿田遺跡第20次調査出土木製品類の顕微鏡写真⑶
15a-15c：コナラ属アカガシ亜属（ブナ科、OKUF-2150）、16a：コナラ属クヌギ節（ブナ科、OKUF-1989）、17a-17c：カエデ属（ムク
ロジ科、OKUF-2100）、18a-18c：サカキ（モッコク科、OKUF-2141）、19a-19c：ヒサカキ（モッコク科、OKUF-2109）、20a-20c：エ
ゴノキ属（エゴノキ科、OKUF-1972）．a：横断面（スケール＝200㎛）、b：接線断面（スケール＝100㎛）、c：放射断面（スケール＝50
㎛）．
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表２　鹿田遺跡第20次調査出土木製品類一覧
標本 No 樹種名 SR 製品名 遺構 掲載番号 時期

OKUF- 1936 コナラ属クヌギ節 S 角材 井戸４ Ｗ１ 11世紀後葉～12世紀前葉
OKUF- 1937 アカマツ S 丸木状

井戸16
W56

16世紀前半OKUF- 1938 アカマツ S 丸木状
OKUF- 1939 アカマツ S 丸木状
OKUF- 1940 スギ S 薄板材 井戸18 W59 15世紀後半
OKUF- 1941 スギ S 桶側板

土坑20 19世紀前半

OKUF- 1942 スギ S 桶側板
OKUF- 1943 スギ S 桶側板
OKUF- 1944 アカマツ S 底板１
OKUF- 1945 スギ S 桶側板
OKUF- 1946 スギ S 桶側板
OKUF- 1947 スギ S 桶側板
OKUF- 1948 × 桶側板
OKUF- 1949 スギ S 桶側板
OKUF- 1950 スギ S 桶側板
OKUF- 1951 スギ S 桶側板
OKUF- 1952 スギ S 桶側板
OKUF- 1953 スギ S 桶側板
OKUF- 1954 スギ S 桶側板
OKUF- 1955 スギ S 桶側板
OKUF- 1956 スギ S 桶側板
OKUF- 1957 スギ S 桶側板
OKUF- 1958 スギ S 桶側板
OKUF- 1959 × 桶側板
OKUF- 1960 スギ S 桶側板
OKUF- 1961 × 桶側板
OKUF- 1962 スギ S 桶側板
OKUF- 1963 タケ亜科 稈 枠タガ
OKUF- 1964 モミ属 S 板材

井戸５ 11世紀後葉～12世紀前葉

OKUF- 1965 スギ S 板材 Ｗ８
OKUF- 1966 モミ属 S 板材 Ｗ９
OKUF- 1967 スギ S 板材
OKUF- 1968 スギ S 板材
OKUF- 1969 モミ属 S 板材
OKUF- 1970 モミ属 S 板材
OKUF- 1971 モミ属 S 板材 Ｗ10
OKUF- 1972 エゴノキ属 S 板材
OKUF- 1973 スギ S 箸？
OKUF- 1974 モミ属 S 板材
OKUF- 1975 モミ属 S 板材
OKUF- 1976 モミ属 S 板材
OKUF- 1977 スギ S 板材
OKUF- 1978 スダジイ S 丸木状
OKUF- 1979 モミ属 S 杭
OKUF- 1980 スギ S 井戸枠側板
OKUF- 1981 スギ S 井戸枠側板
OKUF- 1982 スギ S 井戸枠側板
OKUF- 1983 スギ S 井戸枠側板
OKUF- 1984 スギ S 井戸枠側板
OKUF- 1985 スギ S 井戸枠側板（南） W11
OKUF- 1986 スダジイ S 丸木
OKUF- 1987 スギ S 井戸枠側板
OKUF- 1988 スギ S 井戸枠側板
OKUF- 1989 コナラ属クヌギ節 S 角材
OKUF- 1990 ツブラジイ S 丸木
OKUF- 1991 スギ S 板材

井戸７ 12世紀前半

OKUF- 1992 スギ S 板材 W41
OKUF- 1993 ヒノキ S 薄板材
OKUF- 1994 スギ S 井戸枠側板 O-80
OKUF- 1995 スギ S 井戸枠側板
OKUF- 1996 ヒノキ S 井戸枠側板
OKUF- 1997 スギ S N支木１
OKUF- 1998 スギ S N支木
OKUF- 1999 スギ S 井戸枠側板
OKUF- 2000 コウヤマキ S 井戸枠側板 O-77
OKUF- 2001 ヒノキ S 井戸枠側板
OKUF- 2002 ヒノキ S 桟木
OKUF- 2003 ヒノキ S 井戸枠側板
OKUF- 2004 スギ S 井戸枠側板 O-79
OKUF- 2005 コウヤマキ S 井戸枠側板 O-７
OKUF- 2006 スギ S 井戸枠側板 O-70
OKUF- 2007 スギ S 井戸枠側板 O-78
OKUF- 2008 コウヤマキ S 井戸枠側板 O-８
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標本 No 樹種名 SR 製品名 遺構 掲載番号 時期
OKUF- 2009 スギ S 井戸枠側板

井戸７ 12世紀前半

OKUF- 2010 スギ S 井戸枠側板 O-９
OKUF- 2011 スギ S 井戸枠側板 O-75
OKUF- 2012 スギ S 井戸枠側板 O-23
OKUF- 2013 スギ S 井戸枠側板 O-53
OKUF- 2014 スギ S 井戸枠側板 O-62
OKUF- 2015 コウヤマキ S 井戸枠側板 O-３
OKUF- 2016 コウヤマキ S 井戸枠側板 O-35
OKUF- 2017 スギ S 井戸枠側板 O-58
OKUF- 2018 コウヤマキ S 井戸枠側板 O-30
OKUF- 2019 スギ S 井戸枠側板 O-５
OKUF- 2020 スギ S 井戸枠側板 O-74
OKUF- 2021 コウヤマキ S 井戸枠側板 O-19
OKUF- 2022 スギ S 井戸枠側板 O-12
OKUF- 2023 コウヤマキ S 井戸枠側板 O-34
OKUF- 2024 スギ S 井戸枠側板 O-54
OKUF- 2025 スギ S 井戸枠側板 O-60
OKUF- 2026 スギ S 井戸枠側板 O-56
OKUF- 2027 スギ S 井戸枠側板 O-61
OKUF- 2028 スギ S 井戸枠側板 O-63
OKUF- 2029 スギ S 井戸枠側板 O-37
OKUF- 2030 スギ S 井戸枠側板 O-10
OKUF- 2031 スギ S 井戸枠側板 O-14
OKUF- 2032 スギ S 井戸枠側板 O-17
OKUF- 2033 スギ S 井戸枠側板 O-50
OKUF- 2034 スギ S 井戸枠側板 O-43
OKUF- 2035 スギ S 井戸枠側板 O-47
OKUF- 2036 スギ S 井戸枠側板 O-46
OKUF- 2037 スギ S 井戸枠側板 O-40
OKUF- 2038 スギ S 井戸枠側板 O-26
OKUF- 2039 スギ S 井戸枠側板 O-25
OKUF- 2040 スギ S 井戸枠側板 O-２
OKUF- 2041 スギ S 井戸枠側板（南６） O-67
OKUF- 2042 スギ S 井戸枠側板（南１） O-68
OKUF- 2043 スギ S 井戸枠側板 O-４
OKUF- 2044 スギ S 井戸枠側板 O-６
OKUF- 2045 スギ S 井戸枠側板
OKUF- 2046 スギ S 井戸枠側板 O-71
OKUF- 2047 スギ S 井戸枠側板（南４） O-73
OKUF- 2048 スギ S 井戸枠側板（南５） O-72
OKUF- 2049 スギ S 井戸枠側板（南２） O-69
OKUF- 2050 スギ S 井戸枠側板 O-51
OKUF- 2051 スギ S 井戸枠側板 O-52
OKUF- 2052 スギ S 井戸枠側板 O-76
OKUF- 2053 スギ S 井戸枠側板
OKUF- 2054 スギ S 井戸枠側板 O-15
OKUF- 2055 スギ S 井戸枠側板 O-41
OKUF- 2056 コウヤマキ S 井戸枠側板 O-28
OKUF- 2057 コウヤマキ S 井戸枠側板 O-18
OKUF- 2058 スギ S 井戸枠側板 O-55
OKUF- 2059 スギ S 井戸枠側板 O-36
OKUF- 2060 スギ S 井戸枠側板 O-１
OKUF- 2061 スギ S 井戸枠側板 O-27
OKUF- 2062 スギ S 井戸枠側板 O-32
OKUF- 2063 スギ S 井戸枠側板 O-24
OKUF- 2064 スギ S 井戸枠側板 O-13
OKUF- 2065 スギ S 井戸枠側板 O-44
OKUF- 2066 スギ S 井戸枠側板 O-22
OKUF- 2067 スギ S 井戸枠側板 O-39
OKUF- 2068 スギ S 井戸枠側板 O-42
OKUF- 2069 コウヤマキ S 井戸枠側板 O-11
OKUF- 2070 スギ S 井戸枠側板 O-48
OKUF- 2071 スギ S 井戸枠側板 O-65
OKUF- 2072 スギ S 井戸枠側板 O-16
OKUF- 2073 スギ S 井戸枠側板 O-31
OKUF- 2074 スギ S 井戸枠側板 O-20
OKUF- 2075 スギ S 井戸枠側板 O-49
OKUF- 2076 スギ S 井戸枠側板 O-21
OKUF- 2077 スギ S 井戸枠側板 O-38
OKUF- 2078 スギ S 井戸枠側板 O-64
OKUF- 2079 スギ S 井戸枠側板 O-59
OKUF- 2080 スギ S 井戸枠側板（角） O-66
OKUF- 2081 スギ S 井戸枠側板 O-57
OKUF- 2082 スギ S 井戸枠側板 O-45
OKUF- 2083 スギ S 井戸枠側板 O-33
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標本 No 樹種名 SR 製品名 遺構 掲載番号 時期
OKUF- 2084 スギ S 井戸枠側板 井戸７ O-29 12世紀前半
OKUF- 2085 スギ S 板材 井戸12 W43 13世紀後半
OKUF- 2086 スギ S 井戸枠側板

井戸６ 12世紀初め～前半

OKUF- 2087 スギ S 桟木（南）
OKUF- 2088 スギ S 井戸枠側板
OKUF- 2089 スギ S 井戸枠側板（W） W19
OKUF- 2090 スギ S 井戸枠側板（W） W20
OKUF- 2091 スギ S 井戸枠側板（W）
OKUF- 2092 スギ S 井戸枠側板（W）
OKUF- 2093 モミ属 S 井戸枠側板（W）
OKUF- 2094 モミ属 S 井戸枠側板（W）
OKUF- 2095 モミ属 S 井戸枠側板（W）
OKUF- 2096 スギ S 井戸枠側板（W）
OKUF- 2097 モミ属 S 井戸枠側板（W）
OKUF- 2098 スギ S 井戸枠側板（W）
OKUF- 2099 スギ S 桟木（北） W26
OKUF- 2100 カエデ属 S 丸木１
OKUF- 2101 シキミ S 丸木４ W25
OKUF- 2102 スギ S 井戸枠側板（W） W21
OKUF- 2103 スギ S 井戸枠側板（W） W22
OKUF- 2104 モミ属 S 丸木５
OKUF- 2105 スギ S 井戸枠側板（W）
OKUF- 2106 スギ S 井戸枠側板（W）
OKUF- 2107 ツガ属 S 丸木２
OKUF- 2108 スギ S 桟木（南）
OKUF- 2109 ヒサカキ S 丸木３
OKUF- 2110 モミ属 S 井戸枠側板（S）
OKUF- 2111 モミ属 S 井戸枠側板（S）
OKUF- 2112 スギ S 井戸枠側板（S）
OKUF- 2113 モミ属 S 井戸枠側板（S）
OKUF- 2114 スギ S 井戸枠側板（S） W16
OKUF- 2115 モミ属 S 井戸枠側板（S） W17
OKUF- 2116 スギ S 井戸枠側板（S） W18
OKUF- 2117 スギ S 井戸枠側板（W） W23
OKUF- 2118 スギ S 井戸枠側板（W） W24
OKUF- 2119 スギ S 井戸枠側板（W）
OKUF- 2120 スギ S 井戸枠側板（N）
OKUF- 2121 スギ S 井戸枠側板（N）
OKUF- 2122 スギ S 井戸枠側板（N）
OKUF- 2123 スギ S 井戸枠側板（N）
OKUF- 2124 スギ S 井戸枠側板（N）
OKUF- 2125 スギ S 井戸枠側板（N）
OKUF- 2126 スギ S 井戸枠側板（S）
OKUF- 2127 スギ S 井戸枠側板（S）
OKUF- 2128 スギ S 井戸枠側板（S）
OKUF- 2129 スギ S 井戸枠側板（S）
OKUF- 2130 スギ S 井戸枠側板（S）
OKUF- 2131 クリ S 板材 P212 中世前半
OKUF- 2132 モミ属 S 礎板 P221 中世前半
OKUF- 2133 スギ S 杭

溝21 中世後半～近世

OKUF- 2134 クリ S 杭
OKUF- 2135 クリ S 杭
OKUF- 2136 クリ S 杭
OKUF- 2137 モクレン属 S 杭
OKUF- 2138 モクレン属 S 杭
OKUF- 2139 モミ属 S 杭 溝22 中世後半～近世
OKUF- 2140 エノキ属 S 杭

溝18 13世紀末～14世紀初頭

OKUF- 2141 サカキ S 角材
OKUF- 2142 ヒノキ S 曲げ物
OKUF- 2143 エノキ属 S 板材
OKUF- 2144 ヒノキ S 板材 W45
OKUF- 2145 スダジイ S 板材
OKUF- 2146 ヒノキ S 角材
OKUF- 2147 エノキ属 S 丸木状
OKUF- 2148 ニレ属 S 杭
OKUF- 2149 ニレ属 S 杭
OKUF- 2150 コナラ属アカガシ亜属 S 角材

土坑３ 13世紀中葉～後葉

OKUF- 2151 コナラ属アカガシ亜属 S 角材
OKUF- 2152 スギ S 丸木状
OKUF- 2153 ツガ属 S 杭
OKUF- 2154 スギ S 丸木状
OKUF- 2155 コナラ属クヌギ節 S 丸木状
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２．鹿田遺跡第20次調査出土種子同定

岩﨑志保・沖陽子（岡山県立大学）

はじめに
　本節では、鹿田遺跡第20次調査Ｂ地点出土種子の同定結果について報告する。

１．方法
　同地点の井戸６基、土坑１基について土壌を持ち帰り、フローテーション法（0.5㎜メッシュ）を行い種子の検
出を行った。種子の抽出・洗浄後に選別を行い、写真撮影と同定作業を実施した。

２．対象遺構
　対象とした遺構は表１に示した７基である。内訳は中世
前半の井戸４基と、近世の井戸２基・土坑１基である。前
者のうち、井戸４においては細分した層毎に取り上げを実
施しており、同定点数が多かった。井戸の埋土中の個体は
炭化の著しいものが含まれ、これら443個体中385個体につ
いて同定することができた。昆虫や冬芽等を除いた376個体
の植物種子について、結果を表２に示した。

３．同定結果
　46科113属159種の植物種子を同定した。種の点数では、井戸４：27種、井戸５：103種、井戸７：25種、井戸
10：36種、井戸23：32種、井戸25：19種、土坑12：22種である。特に中世前半の井戸から多くの植物種子を道程
した。これらの多くは井戸廃絶時の祭祀痕跡と考えられる炭層に含まれていたものである。こうした祭祀の状況
は、近世の井戸では見られない。

４．若干の考察
　同定した種子のうち、利用法が想定されるものを表２に挙げた⑴。食利用と考えられる種子は９科16属17種を
確認している。いずれも実食用であろう。栽培種としては、イネ・コムギ・雑草メロン・ヒョウタン・ササゲが

表１　種子出土遺構と同定個体数

種子出土遺構 時期 同定数

井戸 4 11世紀後葉～12世紀前葉 46

井戸 5 11世紀後葉～12世紀前葉 215

井戸 7 12世紀前半 38

井戸10 13世紀初め～前葉 54

井戸23 18世紀前半 36

井戸25 19世紀前半 23

土坑12 18世紀後半 31

みられる。このほか
水田・田畑雑草とさ
れるものは、ムツオ
レグサ（イネ科）・カ
ンガレイ・ホタルイ

（カヤツリグサ科）・
タカサブロウ（キク
科）が認められる。
近世遺構からはそも
そも絶対種数が少な
いが、中世前半と近
世とで種の構成が大
きく変わる点は看守
されない。

番号
種子 遺構 利用法

ほか科 属 種 井戸４ 井戸５ 井戸７ 井戸10 井戸23 井戸25 土坑12
1 アカザ アカザ アカザ ○ ○

実食用

20 イネ イネ イネ ○ ○ ○ ○
25 イネ コムギ コムギ ○ ○
40 ウリ ウリ 雑草メロン ○ ○ ○
41 ウリ ヒョウタン ヒョウタン ○ ○
88 クワ コウゾ カジノキ ○
90 クワ クワ ヤマグワ ○

105 スイカズラ ニワトコ ニワトコ ○
142 ニレ エノキ エノキ ○
146 バラ キイチゴ クロイチゴ ○
148 バラ キイチゴ フユイチゴ ○
155 ブドウ ブドウ エビヅル ○
157 ブドウ ノブドウ ノブドウ ○ ○
158 マメ ササゲ ササゲ ○
160 マメ ダイズ ツルマメ ○
35 イネ ドジョウツナギ ムツオレグサ ○

田畑雑草
57 カヤツリグサ ホタルイ カンガレイ ○
66 カヤツリグサ ホタルイ ホタルイ ○ ○ ○ ○
76 キク タカサブロウ タカサブロウ ○ ○ ○

表２　用途別種子一覧
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表３　検出種子一覧
種子 遺構

番号 科 属 種 井戸４ 井戸５ 井戸７ 井戸10 井戸23 井戸25 土坑12
1 アカザ アカザ アカザ 〇 〇
2 アカザ アカザ アリタソウ 〇
3 アカザ アカザ シロザ 〇 〇 〇 〇 〇
4 アカザ マツナ ハママツナ 〇 〇 〇
5 アカザ マツナ ヒロハマツナ 〇
6 アカネ クルマバソウ クルマバソウ 〇
7 アカネ ヤエムグラ ヒメヨツバムグラ 〇
8 アカネ ヤエムグラ ホソバノヨツバムグラ 〇 〇 〇
9 アカネ ヤエムグラ ヤエムグラ 〇 〇 〇 〇 〇
10 アケビ ムベ ムベ 〇
11 アブラナ ヤマハタザオ イワハタザオ 〇
12 アブラナ イヌガラシ スカシタゴボウ 〇
13 アブラナ タネツケバナ タネツケバナ 〇 〇
14 アブラナ ナズナ ナズナ 〇 〇 〇
15 アブラナ ヤマハタザオ ハマハタザオ 〇
16 イチイ カヤ カヤ類 〇
17 イネ エノコログサ アキノエノコログサ 〇 〇
18 イネ メヒシバ アキメヒシバ 〇
19 イネ エノコログサ アワ 〇
20 イネ イネ イネ 〇 〇 〇 〇
21 イネ エノコログサ エノコログサ 〇
22 イネ オオムギ オオムギ 〇
23 イネ オヒシバ オヒシバ 〇
24 イネ エノコログサ キンエノコロ 〇 〇 〇
25 イネ コムギ コムギ 〇 〇
26 イネ ススキ ススキ 〇
27 イネ スズメノチャヒキ スズメノチャヒキ 〇
28 イネ スズメノヒエ スズメノヒエ 〇 〇
29 イネ スズメノヒエ タチスズメノヒエ 〇
30 イネ ナルコビエ ナルコビエ 〇
31 イネ キビ ヌカキビ 〇
32 イネ エノコログサ ハマエノコロ 〇
33 イネ スズメノヒエ ミズガヤツリ 〇
34 イネ ミノボロ ミノボロ 〇
35 イネ ドジョウツナギ ムツオレグサ 〇
36 イネ メヒシバ メヒシバ 〇
37 ウコギ チドメグサ オオチドメ 〇 〇
38 ウコギ チドメグサ オオバチドメ 〇
39 ウリ カラスウリ キカラスウリ 〇
40 ウリ ウリ 雑草メロン 〇 〇 〇
41 ウリ ヒョウタン ヒョウタン 〇 〇
42 ウルシ ウルシ ヤマウルシ 〇
43 オオバコ オオバコ オオバコ 〇 〇
44 オトギリソウ オトギリソウ オトギリソウ 〇
45 オトギリソウ オトギリソウ サワオトギリ 〇
46 オモダカ サジオモダカ ヘラオモダカ 〇
47 カキノキ カキノキ リュウキュウマメガキ 〇 〇
48 カタバミ カタバミ カタバミ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
49 カバノキ クマシデ イヌシデ 〇
50 カヤツリグサ スゲ アオスゲ 〇
51 カヤツリグサ カヤツリグサ アゼガヤツリ 〇
52 カヤツリグサ スゲ アゼナルコスゲ 〇
53 カヤツリグサ カヤツリグサ オニガヤツリ 〇
54 カヤツリグサ スゲ オニスゲ 〇
55 カヤツリグサ スゲ カサスゲ 〇
56 カヤツリグサ カヤツリグサ カヤツリグサ 〇 〇 〇
57 カヤツリグサ ホタルイ カンガレイ 〇
58 カヤツリグサ テンツキ クロテンツキ 〇
59 カヤツリグサ スゲ ゴウソ 〇
60 カヤツリグサ カヤツリグサ コゴメガヤツリ 〇 〇 〇

鹿田遺跡第20次調査出土種子同定
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種子 遺構
番号 科 属 種 井戸４ 井戸５ 井戸７ 井戸10 井戸23 井戸25 土坑12
61 カヤツリグサ スゲ スゲ類 〇 〇
62 カヤツリグサ テンツキ テンツキ 〇 〇
63 カヤツリグサ カヤツリグサ ヒメクグ 〇 〇
64 カヤツリグサ ハリイ ヒメハリイ 〇
65 カヤツリグサ ホタルイ フトイ 〇
66 カヤツリグサ ホタルイ ホタルイ 〇 〇 〇 〇
67 カヤツリグサ カヤツリグサ ミズガヤツリ 〇
68 キク アゼトウナ アゼトウナ 〇
69 キク シオン オオユウガキク 〇
70 キク ヨモギ オトコヨモギ 〇
71 キク タンポポ カンサイタンポポ 〇
72 キク オナモミ コオナモミ 〇
73 キク ゴボウ ゴボウ 〇 〇
74 キク メナモミ コメナモミ 〇 〇
75 キク ニガナ ジシバリ 〇 〇
76 キク タカサブロウ タカサブロウ 〇 〇 〇
77 キク アザミ ノアザミ 〇
78 キク キオン ノボロギク 〇
79 キク ヒレアザミ ヒレアザミ 〇
80 キク メナモミ メナモミ 〇
81 キク ヤブタビラコ ヤブタビラコ 〇
82 キジカクシ ツルボ ツルボ 〇
83 キンポウゲ キンポウゲ ウマノアシガタ 〇
84 キンポウゲ キンポウゲ キツネノボタン 〇
85 キンポウゲ キンポウゲ キンポウゲ属 〇
86 キンポウゲ キンポウゲ タガラシ 〇
87 クマツヅラ ハマゴウ ハマゴウ 〇 〇 〇
88 クワ コウゾ カジノキ 〇
89 クワ カナムグラ カナムグラ 〇
90 クワ クワ ヤマグワ 〇
91 ケシ ムラサキケマン ムラサキケマン 〇
92 ザクロソウ ザクロソウ ザクロソウ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
93 シソ トウバナ イヌトウバナ 〇
94 シソ イブキジャコウソウ イブキジャコウソウ 〇 〇
95 シソ ウツボグサ ウツボグサ 〇
96 シソ オドリコソウ オドリコソウ 〇
97 シソ クサギ クサギ 〇
98 シソ シソ シソ 〇
99 シソ トウバナ トウバナ 〇
100 シソ ナギナタコウジュ ナギナタコウジュ 〇
101 シソ オドリコソウ ホトケノザ 〇
102 シソ イヌコウジュ ヤマジソ 〇
103 ジンチョウゲ ガンピ コガンピ 〇
104 スイカズラ ガマズミ ガマズミ 〇
105 スイカズラ ニワトコ ニワトコ 〇
106 スベリヒユ スベリヒユ スベリヒユ 〇 〇 〇 〇
107 スミレ スミレ コスミレ 〇
108 スミレ スミレ スミレ 〇 〇 〇
109 スミレ スミレ ツボスミレ 〇 〇
110 セリ セリ セリ 〇 〇
111 セリ ヤブニンジン ヤブニンジン 〇
112 タデ ギシギシ ギシギシ 〇
113 タデ タデ サナエタデ 〇 〇 〇
114 タデ タデ シロバナサクラタデ 〇
115 タデ ギシギシ スイバ 〇 〇
116 タデ タデ ツルソバ 〇
117 タデ ギシギシ ヒメスイバ 〇 〇 〇
118 タデ タデ ホソバノウナギツカミ 〇
119 タデ ミチヤナギ ミチヤナギ 〇 〇
120 タデ タデ ヤナギタデ 〇
121 ツユクサ イボクサ イボクサ 〇
122 ツユクサ ツユクサ ツユクサ 〇
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種子 遺構
番号 科 属 種 井戸４ 井戸５ 井戸７ 井戸10 井戸23 井戸25 土坑12
123 ツユクサ ツユクサ マルバツユクサ 〇
124 トウダイグサ アカメガシワ アカメガシワ 〇
125 トウダイグサ エノキグサ エノキグサ 〇 〇
126 ドクダミ ドクダミ ドクダミ 〇
127 トチカガミ イバラモ ホッスモ 〇 〇 〇 〇
128 トチカガミ スブタ マルミスブタ 〇
129 トチカガミ ミズオオバコ ミズオオバコ 〇
130 ナス イガホオズキ イガホオズキ 〇 〇 〇
131 ナス ナス イヌホオズキ 〇
132 ナス ホオズキ センナリホオズキ 〇 〇
133 ナス ハダカホオズキ ハダカホオズキ 〇 〇
134 ナス ホオズキ ホオズキ 〇 〇 〇 〇 〇
135 ナデシコ ハコベ コハコベ 〇
136 ナデシコ ツメクサ ツメクサ 〇 〇
137 ナデシコ ハコベ ノミノフスマ 〇 〇 〇 〇 〇
138 ナデシコ ハコベ ミドリハコベ 〇 〇 〇 〇
139 ナデシコ ミミナグサ ミミナグサ 〇 〇
140 ナデシコ ハコベ ミヤマハコベ 〇
141 ナデシコ ワチガイソウ ワチガイソウ 〇 〇 〇
142 ニレ エノキ エノキ 〇
143 ハイノキ ハイノキ クロキ 〇
144 ハイノキ ハイノキ ハイノキ 〇
145 バラ キイチゴ キイチゴ属 〇
146 バラ キイチゴ クロイチゴ 〇
147 バラ サクラ バクチノキ 〇
148 バラ キイチゴ フユイチゴ 〇
149 ヒノキ ヒノキ ヒノキ 〇
150 ヒユ ヒユ アオビユ 〇
151 ヒユ ヒユ イヌビユ 〇 〇 〇
152 ヒユ イノコヅチ イノコヅチ 〇
153 ヒユ ヒユ ハリビユ 〇
154 ヒルムシロ カワツルモ カワツルモ 〇 〇 〇
155 ブドウ ブドウ エビヅル 〇
156 ブドウ ツタ ツタ 〇
157 ブドウ ノブドウ ノブドウ 〇 〇
158 マメ ササゲ ササゲ 〇
159 マメ ササゲ ササゲ類 〇
160 マメ ダイズ ツルマメ 〇
161 マメ ネムノキ ネムノキ 〇
162 マメ ミヤコグサ ミヤコグサ 〇
163 ムラサキ ハナイバナ ハナイバナ 〇
164 リンドウ センブリ イヌセンブリ 〇

　これまでにも鹿田遺跡既調査地点で植物種子の抽出・同定を実施してきた⑵。主に井戸の埋土を対象としてお
り、弥生時代中期・中世前半期の井戸から種子が得られている。近世の遺構の資料はきわめて少なく、今回２基
の井戸と１基の土坑から比較的多くの植物種子の出土が明らかとなったことは、近世の周辺植生や植物利用に関
する新たな情報を得る機会が増えたという点で興味深い。今後隣接地点で近世の資料が増加する予定であり、稿
を改めて検討することとしたい。

註
１．沖陽子・山本悦世　1994「貯蔵穴の種子」『津島岡大遺跡４』岡山大学埋蔵文化財発掘調査報告第７冊
２．沖陽子　1997「鹿田遺跡第６次調査出土種子の分析」『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター年報14』1996年度
　　沖陽子・岩﨑志保　2019「鹿田遺跡第26次調査の種子と種子圧痕」『鹿田遺跡13』岡山大学構内遺跡発掘調査報告第35冊
　　岩﨑志保・沖陽子　2020「鹿田遺跡第17次調査出土種子と土器圧痕の種子同定」『鹿田遺跡14』岡山大学構内遺跡発掘調査報告第36冊

鹿田遺跡第20次調査出土種子同定
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３．鹿田遺跡第20次調査出土漆製品分析

㈱吉田生物研究所

　鹿田遺跡第20次調査Ｂ地点井戸16出土の漆塗り碗（Ｗ50）について、樹種同定並びに塗膜構造分析を実施した。

ａ．樹種同定
１．試料
　試料は岡山県鹿田遺跡第20次調査Ｂ地点から出土した容器である。
２．観察方法
　剃刀で木口（横断面）、柾目（放射断面）、板目（接線断面）の各切片を採取し、永久プレパラートを作製した。
このプレパラートを顕微鏡で観察して同定した。
３．結果
　樹種同定結果と顕微鏡写真（図１）を示し、以下に主な解剖学的特徴を記す。
　ブナ科クリ属クリ（Castanea crenata Sieb. et Zucc.）
　環孔材である。木口では円形ないし楕円形で大体単独の大道管（～500㎛）が年輪にそって幅のかなり広い孔圏
部を形成している。孔圏外は急に大きさを減じ薄壁で角張った小道管が単独あるいは２～３個集まって火炎状に
配列している。柾目では道管は単穿孔と多数の有縁壁孔を有する。放射組織は大体において平伏細胞からなり同
性である。板目では多数の単列放射組織が見られ、軸方向要素として道管、それを取り囲む短冊型柔細胞の連な
り（ストランド）、軸方向要素の大部分を占める木繊維が見られる。クリは北海道（西南部）、本州、四国、九州
に分布する。

◆参考文献◆
島地　謙・伊東隆夫　「日本の遺跡出土木製品総覧」雄山閣出版（1988）
島地　謙・伊東隆夫　「図説木材組織」地球社（1982）
伊東隆夫　「日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ～Ⅴ」 京都大学木質科学研究所（1999）
北村四郎・村田　源　「原色日本植物図鑑木本編Ⅰ・Ⅱ」保育社（1979）
深澤和三　「樹体の解剖」海青社（1997）
奈良国立文化財研究所　「奈良国立文化財研究所　史料第27冊　木器集成図録　近畿古代篇」（1985）
奈良国立文化財研究所　「奈良国立文化財研究所　史料第36冊　木器集成図録　近畿原始篇」（1993）

◆使用顕微鏡◆
Nikon DS-Fi1

木口 柾目 板目

図１　断面写真

鹿田遺跡第20次調査出土漆製品分析
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自然科学的分析

ｂ．塗膜構造調査
１．はじめに
　岡山大学構内に所在する鹿田遺跡群から出土した漆器について、その製作技法を明らかにする目的で塗膜構造
調査を行ったので、以下にその結果を報告する。
２．調査資料
　調査した資料は、表１に示す近世の漆器１点である。

表１　調査資料

No. 品名 樹種 図No. 概　　　　要
1 漆塗り椀（高台部） クリ 2、3 内面赤色で外面は黒色の椀の高台部分。

３．調査方法
　資料本体の内外面から数㎜四方の破片を採取してエポキシ樹脂に包埋し、塗膜断面の薄片プレパラートを作製
した。これを落射光ならびに透過光の下で検鏡した。また、蒔絵が施された資料については、プレパラート上で
日本電子製EPMA（JXA-8200）を使用して元素分析を行った。
４．調査結果
　塗膜断面の観察結果を表２に示す。

表２　断面観察結果表

No. 器種 部位 図No.
塗　膜　構　造　（下層から）

下　地
漆　層　構　造 顔料

膠着剤 混和材

1 椀
内面 4 柿渋 木炭粉 透明漆１層／赤色漆１層 朱？
外面 5 柿渋 木炭粉 透明漆１層 ―

　塗膜構造：木胎の上に、下層から下地、漆層と重なる様子が観察された。
　下地： 濃褐色を呈する柿渋に木炭粉を混和した炭粉渋下地がみられた。
　漆層： 外面には下地の上に１層のみ漆層が施されている。外面の透明漆層の上層部は褐色を呈しているが、こ

れらは本来黄褐色を呈する透明漆層が劣化により変色したものである。
　　　　 また内面には２層の漆層が認められた。これらは全て、黄褐色を呈する透明漆層の上に赤色漆層が重ね

られていた。このことから、内面は、一見した資料の色は赤色であるが、実際には透明漆を塗布した後
に赤色漆を塗布している、とわかる。

　顔料：内面には赤色漆の中に、明瞭な粒子形状が判別される透明度の高い朱を混和したものが認められた。
５．摘要
　岡山大学構内に所在する鹿田遺跡から出土した、漆器椀について塗膜構造調査を行った。本資料は炭粉渋下地
が施されたものであった。複数層の漆層の塗り重ねが認められ、赤色漆層には朱が混和されていた。
　また、塗膜分析結果と木胎の樹種とをあわせてみると、塗り重ねで朱が混和された炭粉渋下地の１点の木胎地
はクリであった。
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鹿田遺跡第20次調査出土漆製品分析

図２　Ｗ50内面写真

図３　Ｗ50外面写真

図４　Ｗ50内面の塗膜断面

図５　Ｗ50外面の塗膜断面
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自然科学的分析

４．鹿田遺跡第20次調査出土動物遺存体の分析

富岡直人（岡山理科大学）

　出土した動物遺存体は、脊索動物門以下の目が同定できなかったものを含め36点に及んだ、多くは中世、一部
は近世初頭迄の帰属と推定された。そのうち種が特定できたものはニホンジカ13点（全て中世前半帰属）、ウシ
２点（中世前半帰属）、ヒト１点（中世後半～近世初頭）であった。
　概要は表１を参照頂きたい。特記すべきであるもののみを以下に記述する。
１．ニホンジカ　Cervus nippon
　ニホンジカは、今回の調査では最も多く出土したものであるが、特に頭蓋、角の出土が多くみられた。
　中でも井戸５から出土したNo.１資料である鹿角は、遺構底部より出土したもので、角の枝を釣瓶に利用する
等して廃絶直前に偶然に落ちた可能性と、井戸の廃絶祭祀の様な井戸に伴う祭祀の為に入れられた可能性が考え
られる。本資料は穿孔や切断、擦痕を伴う角製品であった。中世に帰属するもので、第１小枝に穿孔があり、主
幹と先端に使用に伴う掻傷、角冠基部が鋸様の道具によって切断されていることから、角製品と推定した。素材
の鹿角は、３尖以上の小枝がある事とその第１枝～第２枝間の主幹（第２主幹）の長さが約９㎝である事から、
３歳程度小型のニホンジカと考えられた。また、角冠最大径は、４㎝であった。この大きさは別に出土している
No.20資料の角冠最大径42㎜と近い数値であるもののやや小型である。
　現代の岡山県では、島嶼に隔離され、小型化していると想定される備前市鹿久居島産の鹿角第２主幹長でも15
㎝であることから、本資料は６㎝も小さく、角冠最大径は鹿久居島産より８㎜小さい。なお、備前市の島嶼以外
では第２主幹長18㎝、角冠最大径5.8㎝に達する場合がある。草戸千軒町遺跡出土ニホンジカ角（中世）では、
かなり大型の角破片もみられる一方、第２主幹長は同じ９㎝、角冠最大径は5.1㎝と、角冠は異なるものの第２
主幹長が類似した例がある事が
把握された。
２．ウシ　Bos taurus
　N0.10資料として小型のウシ
上腕骨が出土した。この遠位端
関節部に１㎜を超す深さの切創
で線状に延びた痕跡を有し形成
された溝片面が破断している状
況であることから、富岡の切創
の分類ではC1bタイプとなるも
のであった。この部分の切創
は、上腕骨を橈骨・尺骨から分
離する目的でつけられたもので
あり、主に食用に伴う解体が推
定される。
３．ヒト　Homo sapiens
　No.７資料としてラムダ縫合
を有する後頭骨の可能性のある
焼けた頭蓋骨破片が出土した。

不明の対象によ
る掻傷

鋸による切断

刃
器
に
よ
る
掻
傷

穿孔
＋割
れ

図１　No.１角製品（井戸５−Ｂ１）
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きわめて高温度で焼成されており、火葬骨の可能性がある。この資料以外にも同じ溝21からは、３点の焼骨（No.４、
５、６）が出土しており、いずれも中世後半～近世に帰属すると推定されるとともに、同一の個体に由来する火

表１　鹿田遺跡第20次調査出土動物遺存体一覧

葬骨の可能性がある。鹿田遺跡に程近い新道遺跡からは８世紀
頃という仏教系の火葬導入期の火葬遺構が出土しており、この
周辺が古くから火葬風習にゆかりのある地点であることが窺わ
れる。また、溝を火葬に利用したため火葬骨が出土した例とし
ては、博多遺跡群の店屋町遺跡の例が知られ［富岡他2017］、
本例も溝を利用した火葬に由来する可能性も考えられる。
引用文献

草原孝典　2002『新道遺跡　備前国鹿田庄関連遺跡の発掘調査報告書』［岡山
市教育委員会］
富岡直人・坂上和弘・江川達也・足立望　2017　「博多遺跡群店屋町工区中世焼人骨の研究」『市史研究ふくおか』［福岡市史編さん室］第12
号：pp.1-25

図２　No.７ヒト頭蓋骨破片（焼骨）（溝21）

同定番号 遺構名 大分類 小分類 部位 LRM 部分 破損 色調 特記事項
1 井戸５ 哺乳綱 ニホンジカ 角 L 角冠、主幹 切創、穿孔、鋸 normal
2 井戸９ 哺乳綱 目不明 長管骨 ？ 骨幹部 不明 normal 土壌に強く結着
3 井戸４ 哺乳綱 ウシ 下顎後臼歯 ？ 歯冠部遊離歯破片 不明 normal
4

溝21

哺乳綱 目不明 不明 ？ 骨幹部 不明 white 焼骨
5 哺乳綱 目不明 不明 ？ 骨幹部 不明 white 焼骨
6 哺乳綱 目不明 不明 ？ 骨幹部 不明 white 連続ヒビ

7 哺乳綱 ヒト 頭蓋骨 ？ 骨幹部 不明 white 焼骨、後頭骨Lの可能性があるが、
動脈の痕跡が不明で確定しなかった

8

溝11

哺乳綱 ニホンジカ 下顎骨 R 下顎体M1歯根部、M2歯根部、
M3歯根部 不明 normal

9 哺乳綱 ニホンジカ 上顎骨 L 遊離P2歯冠部、遊離P3歯冠部、
遊離P4歯冠部、遊離M2歯冠部 不明 normal

9 哺乳綱 ニホンジカ 上顎骨 R 遊離P2歯冠部、遊離P3歯冠部、
遊離M2歯冠部 不明 normal

9 哺乳綱 ニホンジカ 下顎骨 L 下顎体（M2歯根部、M3歯根部） 不明 normal

9 哺乳綱 ニホンジカ 下顎骨 R 下顎体（P2歯根部、P3歯根部、
P4歯根部）、M3歯冠部 normal

10 哺乳綱 ウシ 上腕骨 R 遠位端+骨幹部 C1bタイプ normal

11 哺乳綱 ニホンジカ 前頭骨 R 角突起基部 不明 normal 鉄錆が多量に付着し同定が困難であ
ったが、形態と縫合より同定

12 哺乳綱 目不明 脊柱 M 椎体 不明 normal 小型～中型哺乳綱
13 哺乳綱 目不明 不明 ？ 骨幹部 不明 normal
14 哺乳綱 ニホンジカ 上顎M3 R 歯冠部遊離歯 不明 normal 未萌出
14 哺乳綱 ニホンジカ 上顎M1 R 歯冠部遊離歯 不明 normal 咬耗開始

15 脊椎動物門 綱不明 不明 ？ 骨幹部 不明 normal ウミガメ背甲骨板に似るが、摩耗が
激しく断定不能

16 哺乳綱 ニホンジカ 下顎骨 L 下顎体
（P3、P4、M1、M2、M3) 不明 normal M3咬耗開始

17 哺乳綱 目不明 不明 ？ 関節部+骨幹部 不明 normal
18 哺乳綱 目不明 不明 ？ 関節部+骨幹部 不明 normal
19 哺乳綱 目不明 不明 ？ 骨幹部 不明 normal
20 哺乳綱 ニホンジカ 前頭骨+角 R 角突起、角冠、主幹部 不明 normal 角冠最大径（42.00㎜）
21 哺乳綱 ニホンジカ 上顎M3 R 遊離歯冠部 不明 normal
22 哺乳綱 目不明 不明 ？ 骨幹部 不明 normal
23 哺乳綱 目不明 不明 ？ 関節部 不明 normal
24 哺乳綱 目不明 不明 ？ 骨幹部 不明 normal
25 哺乳綱 目不明 不明 ？ 骨幹部 不明 normal
26 哺乳綱 目不明 不明 ？ 骨幹部 不明 normal
27 哺乳綱 目不明 不明 ？ 骨幹部 不明 normal
28 哺乳綱 目不明 四肢骨 ？ 骨幹部 不明 normal
29 哺乳綱 目不明 四肢骨 ？ 骨幹部 不明 normal
30 ピット11 哺乳綱 目不明 不明 ？ 骨幹部 不明 white
31 ４層 哺乳綱 偶蹄目 臼歯 遊離歯冠部破片 不明 normal
32 ５層 哺乳綱 ニホンジカ 距骨 L 完形 不明 normal W：31.00㎜と大型

鹿田遺跡第20次調査出土動物遺存体の分析
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自然科学的分析

５．放射性炭素年代測定

パレオ・ラボAMS年代測定グループ　　　　　　　　　　　　　　　　 
伊藤　茂・佐藤正教・廣田正史・山形秀樹・Zaur Lomtatidze・辻　康男

１．はじめに
　岡山県岡山市の鹿田遺跡第20次調査井戸18より出土した試料について、加速器質量分析法（AMS法）による放
射性炭素年代測定を行った。

２．試料と方法
　測定試料の情報、調製データは表１のとおりである。測定試料を写真１、２に示す。
　試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクトAMS：NEC製 1.5SDH）を用いて測定した。得
られた14C濃度について同位体分別効果の補正を行った後、14C年代、暦年代を算出した。

３．結果
　表２に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ13C）、同位体分別効果の補正を行って暦年較正に用
いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示した14C年代、図１に暦年
較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下１桁を丸めていない値であり、今後暦年較正曲線が更新
された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。

表１　測定試料および処理料

表２　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-44308

調査区：W区-44
遺構：井戸18
試料No.S20（本体）
遺物No.4

種類：生の種実（マツ属種子）
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2mol/L、水酸化ナトリウム：1.0mol/L、塩酸：1.2mol/L）

測定番号
δ13C 

（‰）
暦年較正用年代 
（yrBP±1σ）

14C 年代 
（yrBP±1σ）

14C年代を暦年代に較正した年代範囲

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-44308 
試料No.S20（本体） 

遺物No.4
-27.34±0.21 368±19 370±20

1471-1510 cal AD （40.79%） 
1592-1619 cal AD （27.48%）

1456-1523 cal AD （56.75%） 
1573-1630 cal AD （38.70%）

図１　送付試料 図２　測定試料
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　14C年代はAD1950年を基点にして何年前かを示
した年代である。14C年代（yrBP）の算出には、
14Cの半減期としてLibbyの半減期5568年を使用し
た。また、付記した14C年代誤差（±１σ）は、測
定の統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、
試料の14C年代がその14C年代誤差内に入る確率が
68.27％であることを示す。
　なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。
　暦年較正とは、大気中の14C濃度が一定で半減期
が5568年として算出された14C年代に対し、過去の
宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14C
濃度の変動、および半減期の違い（14Cの半減期
5730±40年）を較正して、より実際の年代値に近
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OxCal v4.4.4 Bronk Ramsey (2021); r:1;Atmospheric data from Reimer et al (2020);

PLD-44308:368±19 BP
68.27% probability
1471-1510 cal AD (40.79%)
1592-1619 cal AD (27.48%)
95.45% probability
1456-1523 cal AD (56.75%)
1573-1630 cal AD (38.70%)

図３　暦年較正結果

いものを算出することである。
　14C年代の暦年較正にはOxCal4.4（較正曲線データ：IntCal20）を使用した。なお、１σ暦年代範囲は、OxCal
の確率法を使用して算出された14C年代誤差に相当する68.27％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に２σ暦年代範
囲は95.45％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に暦年代が入る確率を意味す
る。グラフ中の縦軸上の曲線は14C年代の確率分布を示し、二重曲線は暦年較正曲線を示す。

４．考察
　測定の結果（以下の較正年代は２σの値）、SK20の試料No.S20（PLD-44283：遺物No.4）は、14C年代が370±
20BP、較正年代が1456-1523 cal AD （56.75%）および1573-1630 cal AD （38.70%）で、15世紀中頃～17世紀前半
の暦年代を示した。
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